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2024 年度 事業計画書 

【Ａ】調査･研究事業 

 

Ａ-１ 学校情報伝達システムの調査･研究 

1. 通信づくり講習会、新聞教育指導者講習会等、教師又は大学の教職課程の学生を対象とした講習

会を開催する。 

2. いじめのないよりよい学級づくりの調査・研究 

 はがき新聞を利用した学級力向上研究会等の研究活動を支援し、よりよい学級づくりの事例を集

め、全国に伝播する。 

 全国各研究会と連携した地域展開を強化し、多くの先生が学び学校現場の実践が拡大するよう支

援する。 

 「学級力向上プロジェクト・フォーラム」と称し、実践を広く発表する場として全国研究会での合同フ

ォーラムを開催する。 

 日時 ２０２5 年 2 月 （予定） 

 開催方式 オンライン 

 対象 全国の教育関係者 200 名 

 

Ａ-２ 教師による自作教材の調査･研究 

学習プリントをカラー化することによる教育効果や視覚的効果などについて調査･研究をする。 

カラー化された研究成果を冊子化し授業ノウハウの共有化を図る。 

 

Ａ-３ 児童･生徒による創作表現活動の調査･研究 

１．はがき新聞の教育効果に関する調査･研究  

（１）コンパクトテキストによる文章表現力育成についての研究 

・はがき新聞の教材を充実させ、書く力の育成を支援する。 

・はがき新聞を使いコンパクトに書くことでの教育効果向上を図る研究をする。 

・はがき新聞と ICT を用いた授業づくりについて研究をする。 

（２）はがき新聞研究会によるノウハウ集約と実践の伝播 

  ・はがき新聞研究合同部会 

日時 ２０２4 年 10 月 （予定） 

（3）地域における小規模フォーラム、ワークショップの企画実施 

・各地の教育機関と連携し、地域に根ざしたミニフォーラム、ワークショップを開催し、地域への情

報提供を図る。 

・地域イベント開催に重点化し、はがき新聞を活用した授業づくりを啓蒙すると共に授業実践の

支援を強化する。 

  

【Ｂ】情報提供事業 

 

Ｂ-１ 教育関連出版物の刊行  

既存刊行物の増刷、再編集等（古くなった刊行物等の電子化により、在庫削減を図る。） 



 2 / 2 

 

 

Ｂ-２ 研究情報誌の発行 

機関誌｢季刊理想｣の発行。内容充実のため、現場取材を励行し、分かりやすく実践に即した情報

提供に努める。 

Ｂ-３ ホームページの運用 

財団事業の告知や活動報告、情報開示のほか、プリントコミュニケーション活動に役立つ情報の提

供をさらに充実させる。 

・各調査研究事業（はがき新聞、通信、学級力向上プロジェクト）のコンテンツを拡充する。 

・通信関連の情報発信に関し、今後の動向を踏まえた新たな運営を企画する。 

 

【Ｃ】助成･顕彰事業 

 

Ｃ-１ 後援･支援の事業 

１．文化芸術教育の充実に関する事業への助成 

各地の教育委員会が主催する、学校における文化芸術活動の発展･充実と、児童･生徒の健全な

育成を目的とする事業を支援する。 

２．その他、プリントコミュニケーション活動、コミュニケーション文化の発展に関わる事業に必要に応

じ助成･支援する。 

 

Ｃ-２ 新聞教育の普及･振興 

１．新聞教育に対する支援 

各地で開催される新聞コンクールや NIE 等の研究大会を支援する。 

 

Ｃ-３ 日本人学校等への支援･助成 

１．児童図書の寄贈 

海外日本人学校(補習授業校を含む)10 校に対し、1 校あたり児童図書約 40 冊を寄贈する。 

２．海外・日本語教育及び途上国への教育支援 

 

Ｃ-４ コンクールの開催･顕彰 

・第 19 回プリントコミュニケーションひろばを開催する。 

・学校現場における通信の発行状況（内容・方法・頻度）の変化から、顕彰事業としてのプリントコミ

ュニケーションひろばは第 19 回をもって終了とする。 

 

その他 

財団運営の中長期視点に立った新たな事業を企画し、変更認定の申請等、その準備にあたる。ま

た、認可され着手可能な事業は一部実行する。 

以 上 
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